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議案 第 １ ５号 の 参 考資 料  
熊谷 市 情 報公 開 条 例の 一 部 を 改 正 す る条 例 案 新旧 対 照 表  

熊谷 市 情 報公 開 条 例（ 平 成 １７ 年 条 例第 １ ０ 号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

（ 他 の 制 度 等 と の 調 整 ）  

第 １ ７ 条  （ 略 ）  

２  こ の 条 例 は 、 前 項 に 規 定 す る も の の

ほ か 、 実 施 機 関 が 公 表 し 、 若 し く は 提

供 し て い る 行 政 情 報 （ そ の 写 し を 含

む 。）又 は 図 書 館 等 の 施 設 に お い て 、市

民 の 利 用 に 供 す る こ と を 目 的 と し て 管

理 し て い る 図 書 等 に つ い て は 、 適 用 し

な い 。  

 

（ 他 の 制 度 等 と の 調 整 ）  

第 １ ７ 条  （ 略 ）  

２  こ の 条 例 は 、 前 項 に 規 定 す る も の の

ほ か 、 図 書 館 等 の 施 設 に お い て 、 市 民

の 利 用 に 供 す る こ と を 目 的 と し て 管 理

し て い る 図 書 等 に つ い て は 、 適 用 し な

い 。  
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議案 第 １ ６号 の 参 考資 料  
熊 谷市 職 員 の勤 務 時 間 、 休 日 及び 休 暇 に関 す る 条例 の 一 部を 改

正す る 条 例案 新 旧 対 照 表  

熊 谷市 職 員 の勤 務 時 間 、 休 日 及び 休 暇 に関 す る 条例 （ 平 成１ ７

年条 例 第 ３７ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

（ 特 別 休 暇 ）  

第 １ ４ 条  （ 略 ）  

２  職 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 、

そ れ ぞ れ の 場 合 に つ い て 定 め る 期 間 、

特 別 休 暇 を 受 け る こ と が で き る 。  

 ⑴ ～ ⒀  （ 略 ）  

⒁  職 員 が 不 妊 治 療 に 係 る 通 院 等 の た

め 勤 務 し な い こ と が 相 当 で あ る と 認

め ら れ る 場 合  一 の 年 度 に お い て ５

日 （ 当 該 通 院 等 が 体 外 受 精 そ の 他 の

任 命 権 者 が 定 め る 不 妊 治 療 に 係 る も

の で あ る 場 合 に あ っ て は 、 １ ０ 日 ）

の 範 囲 内 に お い て 必 要 と 認 め る 期 間  

 ⒂ ～ （２３） （ 略 ）  

 

（ 特 別 休 暇 ）  

第 １ ４ 条  （ 略 ）  

２  職 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 、

そ れ ぞ れ の 場 合 に つ い て 定 め る 期 間 、

特 別 休 暇 を 受 け る こ と が で き る 。  

 ⑴ ～ ⒀  （ 略 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 ⒁ ～ （２２） （ 略 ）  
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議案 第 １ ７号 の 参 考資 料  
熊 谷市 職 員 の育 児 休 業等 に 関 す る 条 例 の一 部 を 改正 す る 条例 案

新旧 対 照 表  

熊 谷市 職 員 の育 児 休 業等 に 関 す る 条 例 （平 成 １ ７年 条 例 第３ ８

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） 

第 ２ 条  育 児 休 業 法 第 ２ 条 第 １ 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。  

 ⑴ ・ ⑵  （ 略 ）  

 ⑶  次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職

員 以 外 の 非 常 勤 職 員  

ア  次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤

職 員  

 

 
（ア）・ （イ） （ 略 ）  

イ ・ ウ  （ 略 ）  

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） 

第 １ ８ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 の

条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員

と す る 。  

 ⑴  （ 略 ）  

 ⑵  勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の 勤

務 時 間 を 考 慮 し て 規 則 で 定 め る 非 常

勤 職 員 以 外 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務

員 法 第 ２ ８ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す る

短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下

「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」と い う 。）

を 除 く 。）  

 

 

（ 育 児 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）  

第 ２ 条  育 児 休 業 法 第 ２ 条 第 １ 項 の 条 例

で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。  

 ⑴ ・ ⑵  （ 略 ）  

 ⑶  次 の い ず れ か に 該 当 す る 非 常 勤 職

員 以 外 の 非 常 勤 職 員  

ア  次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤

職 員  

（ア） 引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が １ 年

以 上 で あ る 非 常 勤 職 員  

（イ）・ （ウ） （ 略 ）  

イ ・ ウ  （ 略 ）  

（ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ）  

第 １ ８ 条  育 児 休 業 法 第 １ ９ 条 第 １ 項 の

条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員

と す る 。  

 ⑴  （ 略 ）  

 ⑵  次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常 勤 職

員 以 外 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法

第 ２ ８ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 再

任 用 短 時 間 勤 務 職 員 等 」 と い う 。） を

除 く 。）  

 
ア  引 き 続 き 在 職 し た 期 間 が １ 年 以

上 で あ る 非 常 勤 職 員  

イ  勤 務 日 の 日 数 及 び 勤 務 日 ご と の

勤 務 時 間 を 考 慮 し て 規 則 で 定 め る

非 常 勤 職 員  
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議案 第 １ ８号 の 参 考資 料  
熊 谷市 一 般 職職 員 の 給与 に 関 す る 条 例 の一 部 を 改正 す る 条例 案

新旧 対 照 表  

熊 谷市 一 般 職職 員 の 給与 に 関 す る 条 例 （平 成 １ ７年 条 例 第５ １

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  （ 初 任 給 、 昇 格 、 昇 給 等 の 基 準 ）  

第 ４ 条  （ 略 ）  

２ ～ ５  （ 略 ）  

６  職 員 の 昇 給 は 、 規 則 で 定 め る 日 に 、

そ の 者 の 同 日 以 前 に お け る 直 近 の 人 事

評 価 の 結 果 及 び 同 日 前 １ 年 間 に お け る

勤 務 の 状 況 に 応 じ て 、行 う も の と す る 。 

７  前 項 の 規 定 に よ り 職 員 を 昇 給 さ せ る

か 否 か 及 び 昇 給 さ せ る 場 合 の 昇 給 の 号

給 数 は 、 同 項 に 規 定 す る 人 事 評 価 の 結

果 が 良 好 な 職 員 の 昇 給 の 号 給 数 を ４ 号

給 と す る こ と を 標 準 と し て 規 則 で 定 め

る 基 準 に 従 い 決 定 す る も の と す る 。  

 
８ ～ １ ２  （ 略 ）  

（ 住 居 手 当 ）  

第 ８ 条 の ３  住 居 手 当 は 、 自 ら 居 住 す る

た め の 住 宅（ 貸 間 を 含 む 。）を 借 り 受 け 、

月 額 １ 万 ６ ，０ ０ ０ 円 を 超 え る 家 賃（ 使

用 料 を 含 む 。次 項 に お い て 同 じ 。）を 支

払 っ て い る 職 員 （ 市 か ら 宿 舎 を 貸 与 さ

れ 、 使 用 料 を 支 払 っ て い る 職 員 そ の 他

規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。） に 支 給 す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２  住 居 手 当 の 月 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 職 員 の 区 分 に 応 じ て 、 当 該 各 号 に 定

（ 初 任 給 、 昇 格 、 昇 給 等 の 基 準 ）  

第 ４ 条  （ 略 ）  

２ ～ ５  （ 略 ）  

６  職 員 の 昇 給 は 、 規 則 で 定 め る 日 に 、

同 日 前 １ 年 間 に お け る そ の 者 の 勤 務 成

績 に 応 じ て 、 行 う も の と す る 。  

 
７  前 項 の 規 定 に よ り 職 員 を 昇 給 さ せ る

か 否 か 及 び 昇 給 さ せ る 場 合 の 昇 給 の 号

給 数 は 、 同 項 に 規 定 す る 期 間 の 全 部 を

良 好 な 成 績 で 勤 務 し た 職 員 の 昇 給 の 号

給 数 を ４ 号 給 と す る こ と を 標 準 と し て

規 則 で 定 め る 基 準 に 従 い 決 定 す る も の

と す る 。  

８ ～ １ ２  （ 略 ）  

（ 住 居 手 当 ）  

第 ８ 条 の ３  住 居 手 当 は 、 次 に 掲 げ る 職

員 に 支 給 す る 。  

 

 

 

 

 

 
 ⑴  自 ら 居 住 す る た め 住 宅 （ 貸 間 を 含

む 。）を 借 り 受 け 、月 額 １ 万 ６ ，０ ０ ０

円 を 超 え る 家 賃 （ 使 用 料 を 含 む 。 以

下 同 じ 。） を 支 払 っ て い る 職 員 （ 市 か

ら 宿 舎 を 貸 与 さ れ 、 使 用 料 を 支 払 っ

て い る 職 員 そ の 他 規 則 で 定 め る 職 員

を 除 く 。）  

 ⑵  そ の 所 有 に 係 る 住 宅 （ 規 則 で 定 め

る こ れ に 準 ず る 住 宅 を 含 む 。） に 居 住

し て い る 職 員 で 主 に 生 計 を 維 持 し て

い る も の  

２  住 居 手 当 の 月 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 職 員 の 区 分 に 応 じ て 、 当 該 各 号 に 定

ー　4　－



改 正 案 現 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め る 額 （ そ の 額 に １ ０ ０ 円 未 満 の 端 数

を 生 じ た と き は 、こ れ を 切 り 捨 て た 額 ）

と す る 。  

 ⑴  月 額 ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 以 下 の 家 賃

を 支 払 っ て い る 職 員  家 賃 の 月 額 か

ら １ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 を 控 除 し た 額  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ⑵  月 額 ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る 家

賃 を 支 払 っ て い る 職 員  家 賃 の 月 額

か ら ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 控 除 し た 額

の ２ 分 の １ （ そ の 控 除 し た 額 の ２ 分

の １ が １ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る と

き は 、１ 万 ７ ，０ ０ ０ 円 ）に １ 万 １ ，

０ ０ ０ 円 を 加 算 し た 額  

３  （ 略 ）  

め る 額 と す る 。  

 

 
 ⑴  前 項 第 １ 号 に 掲 げ る 職 員  次 に 掲

げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ

次 に 定 め る 額 （ そ の 額 に １ ０ ０ 円 未

満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切

り 捨 て た 額 ） に 相 当 す る 額  

  ア  月 額 ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 以 下 の 家

賃 を 支 払 っ て い る 職 員  家 賃 の 月

額 か ら １ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 を 控 除 し

た 額  

  イ  月 額 ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る

家 賃 を 支 払 っ て い る 職 員  家 賃 の

月 額 か ら ２ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 控 除

し た 額 の ２ 分 の １ （ そ の 控 除 し た

額 の ２ 分 の １ が １ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円

を 超 え る と き は 、 １ 万 ７ ， ０ ０ ０

円 ） を １ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 に 加 算 し

た 額  

 ⑵  前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 職 員  ４ ，

５ ０ ０ 円 （ 当 該 住 宅 が 当 該 職 員 そ の

他 規 則 で 定 め る 者 に よ っ て 新 築 さ

れ 、 又 は 購 入 さ れ た も の で あ る 場 合

に あ っ て は 、 当 該 新 築 又 は 購 入 が な

さ れ た 日 か ら 起 算 し て ５ 年 を 経 過 す

る ま で の 間 は ７ ， ０ ０ ０ 円 ）  

３  （ 略 ）  
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議案 第 １ ９号 の 参 考資 料  
熊谷 市 入 学準 備 金 貸 付 条 例 の一 部 を 改正 す る 条例 案 新 旧対 照 表  
熊谷 市 入 学準 備 金 貸 付 条 例 （平 成 １ ７年 条 例 第９ ９ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部 分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

（ 保 証 人 ）  

第 ４ 条  保 証 人 は 、 １ 人 と し 、 次 に 掲 げ

る 全 て の 要 件 を 備 え た 者 と す る 。 た だ

し 、 当 該 保 証 人 が 死 亡 し 、 又 は 保 証 の

能 力 を 失 っ た と き は 、 新 た に 保 証 人 を

立 て な け れ ば な ら な い 。  

 ⑴  （ 略 ）  

⑵  独 立 の 生 計 を 営 み 、 満 １ ８ 歳 以 上

で あ る こ と 。  

⑶ ～ ⑸  （ 略 ）  

 

（ 保 証 人 ）  

第 ４ 条  保 証 人 は 、 １ 人 と し 、 次 に 掲 げ

る 全 て の 要 件 を 備 え た 者 と す る 。 た だ

し 、 当 該 保 証 人 が 死 亡 し 、 又 は 保 証 の

能 力 を 失 っ た と き は 、 新 た に 保 証 人 を

立 て な け れ ば な ら な い 。  

 ⑴  （ 略 ）  

⑵  独 立 の 生 計 を 営 み 、 満 ２ ０ 歳 以 上

で あ る こ と 。  

⑶ ～ ⑸  （ 略 ）  
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議案 第 ２ ０号 の 参 考資 料  
熊 谷市 企 業 職員 の 給 与 の 種 類 及び 基 準 に関 す る 条例 の 一 部を 改

正す る 条 例案 新 旧 対 照 表  

熊 谷市 企 業 職員 の 給 与 の 種 類 及び 基 準 に関 す る 条例 （ 平 成１ ７

年条 例 第 ２２ ４ 号 ）  

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

（ 住 居 手 当 ）  

第 ５ 条 の ３  住 居 手 当 は 、 自 ら 居 住 す る

た め の 住 宅（ 貸 間 を 含 む 。）を 借 り 受 け 、

市 長 の 定 め る 額 を 超 え る 家 賃 （ 使 用 料

を 含 む 。）を 支 払 っ て い る 職 員 で 市 長 の

定 め る も の 以 外 の 職 員 に 支 給 す る 。  

 

（ 住 居 手 当 ）  

第 ５ 条 の ３  住 居 手 当 は 、 次 に 掲 げ る 職

員 に 支 給 す る 。  

 

 

 
⑴  自 ら 居 住 す る た め 住 宅 （ 貸 間 を 含

む 。） を 借 り 受 け 、 市 長 の 定 め る 額 を

超 え る 家 賃 （ 使 用 料 を 含 む 。） を 支

払 っ て い る 職 員 で 市 長 の 定 め る も の

以 外 の 職 員  

⑵  そ の 所 有 に 係 る 住 宅 （ こ れ に 準 ず

る も の と し て 、 市 長 の 定 め る も の を

含 む 。） に 居 住 し て い る 職 員 で 主 に 生

計 を 維 持 し て い る も の  
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議案 第 ２ １号 の 参 考資 料  
熊 谷市 消 防 団員 等 公 務 災 害 補 償条 例 の 一部 を 改 正す る 条 例案 新

旧対 照 表  
熊 谷 市 消防 団 員 等 公 務 災 害補 償 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 条 例 第 ２ ２６

号）  

（下 線 部 分は 改 正 部 分 ）  

改 正 案  現 行 

  

     

第 ３ 条  （ 略 ）  

２  損 害 補 償 を 受 け る 権 利 は 、 譲 り 渡 し 、

担 保 に 供 し 、又 は 差 し 押 さ え る こ と は で

き な い 。  

 

第 ３ 条  （ 略 ）  

２  損 害 補 償 を 受 け る 権 利 は 、 譲 り 渡 し 、

担 保 に 供 し 、又 は 差 し 押 さ え る こ と は で

き な い 。た だ し 、傷 病 補 償 年 金 又 は 年 金

で あ る 障 害 補 償 若 し く は 遺 族 補 償 を 受

け る 権 利 を 株 式 会 社 日 本 政 策 金 融 公 庫

に 担 保 に 供 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。  
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議案 第 ２ ２号 の 参 考資 料  
熊谷 市 国 民健 康 保 険 税 条 例 の一 部 を 改正 す る 条例 案 新 旧対 照 表  

熊谷 市 国 民健 康 保 険 税 条 例 （平 成 １ ８年 条 例 第１ ７ ６ 号）  

（下 線 部 分は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現 行 

  （ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 基 礎

課 税 額 の 所 得 割 額 ）  

第 ３ 条  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 基 礎

課 税 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額 ）  

第 ５ 条  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 後 期

高 齢 者 支 援 金 等 課 税 額 の 所 得 割 額 ）  

第 ６ 条  第 ２ 条 第 ３ 項 の 所 得 割 額 は 、 基

礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に １ ０ ０ 分 の

２ ． １ を 乗 じ て 算 定 す る 。  

 

（ 納 税 義 務 の 発 生 、消 滅 等 に 伴 う 賦 課 ） 

第 １ ３ 条  国 民 健 康 保 険 税 の 賦 課 期 日 後

に 納 税 義 務 が 発 生 し た 者 に は 、 そ の 発

生 し た 日 の 属 す る 月 か ら 、 月 割 を も っ

て 算 定 し た 第 ２ 条 第 １ 項 の 額 （ 第 ２ ２

条 の 規 定 に よ る 減 額 が 行 わ れ た 場 合 に

は 、 そ の 減 額 後 の 国 民 健 康 保 険 税 の 額

と す る 。以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。）を

課 す る 。  

２ ～ ８  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 税 の 減 額 ）  

第 ２ ２ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る

国 民 健 康 保 険 税 の 納 税 義 務 者 に 対 し て

課 す る 国 民 健 康 保 険 税 の 額 は 、 第 ２ 条

第 ２ 項 本 文 の 基 礎 課 税 額 か ら ア に 掲 げ

る 額 を 減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て

得 た 額 が ６ ３ 万 円 を 超 え る 場 合 に は

６ ３ 万 円 ）、同 条 第 ３ 項 本 文 の 後 期 高 齢

者 支 援 金 等 課 税 額 か ら イ に 掲 げ る 額 を

減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額

が １ ９ 万 円 を 超 え る 場 合 に は １ ９ 万

円 ） 及 び 同 条 第 ４ 項 本 文 の 介 護 納 付 金

課 税 額 か ら ウ に 掲 げ る 額 を 減 額 し て 得

た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額 が １ ７ 万 円

を 超 え る 場 合 に は １ ７ 万 円 ） の 合 算 額

と す る 。  

（ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 所 得

割 額 ）  

第 ３ 条  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 被 保

険 者 均 等 割 額 ）  

第 ５ 条  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 後 期

高 齢 者 支 援 金 等 課 税 額 の 所 得 割 額 ）  

第 ６ 条  第 ２ 条 第 ３ 項 の 所 得 割 額 は 、 賦

課 期 日 の 属 す る 年 の 前 年 の 所 得 に 係 る

基 礎 控 除 後 の 総 所 得 金 額 等 に １ ０ ０ 分

の ２ ． １ を 乗 じ て 算 定 す る 。  

（ 納 税 義 務 の 発 生 、消 滅 等 に 伴 う 賦 課 ） 

第 １ ３ 条  国 民 健 康 保 険 税 の 賦 課 期 日 後

に 納 税 義 務 が 発 生 し た 者 に は 、 そ の 発

生 し た 日 の 属 す る 月 か ら 、 月 割 を も っ

て 算 定 し た 第 ２ 条 第 １ 項 の 額 （ 第 ２ ２

条 の 規 定 に よ る 減 額 が 行 わ れ た 場 合 に

は 、同 条 の 国 民 健 康 保 険 税 の 額 と す る 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。） を 課 す る 。 

 

２ ～ ８  （ 略 ）  

（ 国 民 健 康 保 険 税 の 減 額 ）  

第 ２ ２ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る

国 民 健 康 保 険 税 の 納 税 義 務 者 に 対 し て

課 す る 国 民 健 康 保 険 税 の 額 は 、 第 ２ 条

第 ２ 項 本 文 の 基 礎 課 税 額 か ら ア に 掲 げ

る 額 を 減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て

得 た 額 が ６ ３ 万 円 を 超 え る 場 合 に は

６ ３ 万 円 ）、同 条 第 ３ 項 本 文 の 後 期 高 齢

者 支 援 金 等 課 税 額 か ら イ に 掲 げ る 額 を

減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額

が １ ９ 万 円 を 超 え る 場 合 に は １ ９ 万

円 ） 及 び 同 条 第 ４ 項 本 文 の 介 護 納 付 金

課 税 額 か ら ウ に 掲 げ る 額 を 減 額 し て 得

た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額 が １ ７ 万 円

を 超 え る 場 合 に は １ ７ 万 円 ） の 合 算 額

と す る 。  
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改 正 案 現 行 

  ⑴  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す

る 総 所 得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合

算 額 が 、 ４ ３ 万 円 （ 納 税 義 務 者 並 び

に そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の

被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者

（ 国 民 健 康 保 険 法 第 ６ 条 第 ８ 号 の 規

定 に よ り 被 保 険 者 の 資 格 を 喪 失 し た

者 で あ っ て 、 当 該 資 格 を 喪 失 し た 日

の 前 日 以 後 継 続 し て 同 一 の 世 帯 に 属

す る も の を い う 。以 下 同 じ 。）の う ち

給 与 所 得 を 有 す る 者 （ 前 年 中 に 法 第

第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す る 総

所 得 金 額 に 係 る 所 得 税 法 （ 昭 和 ４ ０

年 法 律 第 ３ ３ 号 ） 第 ２ ８ 条 第 １ 項 に

規 定 す る 給 与 所 得 に つ い て 同 条 第 ３

項 に 規 定 す る 給 与 所 得 控 除 額 の 控 除

を 受 け た 者 （ 同 条 第 １ 項 に 規 定 す る

給 与 等 の 収 入 金 額 が ５ ５ 万 円 を 超 え

る 者 に 限 る 。）を い う 。以 下 こ の 号 に

お い て 同 じ 。）の 数 及 び 公 的 年 金 等 に

係 る 所 得 を 有 す る 者 （ 前 年 中 に 法 第

第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す る 総

所 得 金 額 に 係 る 所 得 税 法 第 ３ ５ 条 第

３ 項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 に 係 る 所

得 に つ い て 同 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 公

的 年 金 等 控 除 額 の 控 除 を 受 け た 者

（ 年 齢 ６ ５ 歳 未 満 の 者 に あ っ て は 当

該 公 的 年 金 等 の 収 入 金 額 が ６ ０ 万 円

を 超 え る 者 に 限 り 、 年 齢 ６ ５ 歳 以 上

の 者 に あ っ て は 当 該 公 的 年 金 等 の 収

入 金 額 が １ １ ０ 万 円 を 超 え る 者 に 限

る 。）を い い 、給 与 所 得 を 有 す る 者 を

除 く 。）の 数 の 合 計 数（ 以 下 こ の 条 に

お い て「 給 与 所 得 者 等 の 数 」と い う 。）

が ２ 以 上 の 場 合 に あ っ て は 、 ４ ３ 万

円 に 当 該 給 与 所 得 者 等 の 数 か ら １ を

減 じ た 数 に １ ０ 万 円 を 乗 じ て 得 た 金

額 を 加 算 し た 金 額 ） を 超 え な い 世 帯

に 係 る 納 税 義 務 者  

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

基 礎 課 税 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額  

被 保 険 者 （ 第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す

 ⑴  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ に 規 定 す る 総 所

得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 算 額

が 、 ４ ３ 万 円 （ 納 税 義 務 者 並 び に そ

の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の 被 保

険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 （ 国 民

健 康 保 険 法 第 ６ 条 第 ８ 号 の 規 定 に よ

り 被 保 険 者 の 資 格 を 喪 失 し た 者 で あ っ

て 、 当 該 資 格 を 喪 失 し た 日 の 前 日 以

後 継 続 し て 同 一 の 世 帯 に 属 す る も の

を い う 。以 下 同 じ 。）の う ち 給 与 所 得

を 有 す る 者 （ 前 年 中 に 法 第 ７ ０ ３ 条

の ５ に 規 定 す る 総 所 得 金 額 に 係 る 所

得 税 法 （ 昭 和 ４ ０ 年 法 律 第 ３ ３ 号 ）

第 ２ ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 給 与 所 得

に つ い て 同 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 給 与

所 得 控 除 額 の 控 除 を 受 け た 者 （ 同 条

第 １ 項 に 規 定 す る 給 与 等 の 収 入 金 額

が ５ ５ 万 円 を 超 え る 者 に 限 る 。）を い

う 。以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。）の 数

及 び 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 を 有 す る

者 （ 前 年 中 に 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ に 規

定 す る 総 所 得 金 額 に 係 る 所 得 税 法 第

３ ５ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等

に 係 る 所 得 に つ い て 同 条 第 ４ 項 に 規

定 す る 公 的 年 金 等 控 除 額 の 控 除 を 受

け た 者 （ 年 齢 ６ ５ 歳 未 満 の 者 に あ っ

て は 当 該 公 的 年 金 等 の 収 入 金 額 が ６ ０

万 円 を 超 え る 者 に 限 り 、 年 齢 ６ ５ 歳

以 上 の 者 に あ っ て は 当 該 公 的 年 金 等

の 収 入 金 額 が １ １ ０ 万 円 を 超 え る 者

に 限 る 。）を い い 、給 与 所 得 を 有 す る

者 を 除 く 。）の 数 の 合 計 数（ 以 下 こ の

条 に お い て 「 給 与 所 得 者 等 の 数 」 と

い う 。） が ２ 以 上 の 場 合 に あ っ て は 、

４ ３ 万 円 に 当 該 給 与 所 得 者 等 の 数 か

ら １ を 減 じ た 数 に １ ０ 万 円 を 乗 じ て

得 た 金 額 を 加 算 し た 金 額 ） を 超 え な

い 世 帯 に 係 る 納 税 義 務 者  

 

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

被 保 険 者 均 等 割 額  被 保 険 者 （ 第

１ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 世 帯 主 を 除
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改 正 案 現 行 

  る 世 帯 主 を 除 く 。） １ 人 に つ い て  

    １ ８ ， ２ ０ ０ 円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  

⑵  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す

る 総 所 得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合

算 額 が 、 ４ ３ 万 円 （ 納 税 義 務 者 並 び

に そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の

被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 の

う ち 給 与 所 得 者 等 の 数 が ２ 以 上 の 場

合 に あ っ て は 、４ ３ 万 円 に 当 該 給 与 所

得 者 等 の 数 か ら １ を 減 じ た 数 に １ ０

万 円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 算 し た 金

額 ） に 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所

属 者 １ 人 に つ き ２ ８ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円

を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯 に 係

る 納 税 義 務 者 （ 前 号 に 該 当 す る 者 を

除 く 。）  

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

基 礎 課 税 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額  

       被 保 険 者 （ 第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定

す る 世 帯 主 を 除 く 。） １ 人 に つ い て  

 １ ３ ， ０ ０ ０ 円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  

⑶  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す

る 総 所 得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合

算 額 が 、４ ３ 万 円（ 納 税 義 務 者 並 び に

そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の 被

保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 の う

ち 給 与 所 得 者 等 の 数 が ２ 以 上 の 場 合

に あ っ て は 、４ ３ 万 円 に 当 該 給 与 所 得

者 等 の 数 か ら １ を 減 じ た 数 に １ ０ 万 円

を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 算 し た 金 額 ）に

被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 １

人 に つ き ５ ２ 万 円 を 加 算 し た 金 額 を

超 え な い 世 帯 に 係 る 納 税 義 務 者（ 前 ２

号 に 該 当 す る 者 を 除 く 。）  

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

基 礎 課 税 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額  

     被 保 険 者（ 第 １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る

世 帯 主 を 除 く 。）  １ 人 に つ い て  

５ ， ２ ０ ０ 円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  

く 。） １ 人 に つ い て  １ ８ ，２ ０ ０

円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  

⑵  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ に 規 定 す る 総 所

得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 算 額

が 、 ４ ３ 万 円 （ 納 税 義 務 者 並 び に そ

の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の 被 保

険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 の う ち

給 与 所 得 者 等 の 数 が ２ 以 上 の 場 合 に

あ っ て は 、 ４ ３ 万 円 に 当 該 給 与 所 得

者 等 の 数 か ら １ を 減 じ た 数 に １ ０ 万

円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 算 し た 金

額 ） に 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所

属 者 １ 人 に つ き ２ ８ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円

を 加 算 し た 金 額 を 超 え な い 世 帯 に 係

る 納 税 義 務 者 （ 前 号 に 該 当 す る 者 を

除 く 。）  

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

被 保 険 者 均 等 割 額  被 保 険 者 （ 第

１ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 世 帯 主 を 除

く 。） １ 人 に つ い て  １ ３ ，０ ０ ０

円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  

 ⑶  法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ に 規 定 す る 総 所

得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 算 額

が 、 ４ ３ 万 円 （ 納 税 義 務 者 並 び に そ

の 世 帯 に 属 す る 国 民 健 康 保 険 の 被 保

険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所 属 者 の う ち

給 与 所 得 者 等 の 数 が ２ 以 上 の 場 合 に

あ っ て は 、 ４ ３ 万 円 に 当 該 給 与 所 得

者 等 の 数 か ら １ を 減 じ た 数 に １ ０ 万

円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 算 し た 金

額 ） に 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所

属 者 １ 人 に つ き ５ ２ 万 円 を 加 算 し た

金 額 を 超 え な い 世 帯 に 係 る 納 税 義 務

者 （ 前 ２ 号 に 該 当 す る 者 を 除 く 。）  

  ア  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る

被 保 険 者 均 等 割 額  被 保 険 者 （ 第

１ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 世 帯 主 を 除

く 。）  １ 人 に つ い て  ５ ， ２ ０ ０

円  

  イ ・ ウ  （ 略 ）  
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  ２  国 民 健 康 保 険 税 の 納 税 義 務 者 の 属 す

る 世 帯 内 に ６ 歳 に 達 す る 日 以 後 の 最 初

の ３ 月 ３ １ 日 以 前 で あ る 被 保 険 者 （ 以

下 こ の 項 に お い て「 未 就 学 児 」と い う 。）

が あ る 場 合 に お け る 当 該 納 税 義 務 者 に

対 し て 課 す る 被 保 険 者 均 等 割 額 （ 当 該

納 税 義 務 者 の 世 帯 に 属 す る 未 就 学 児 に

つ き 算 定 し た 被 保 険 者 均 等 割 額 （ 前 項

に 規 定 す る 金 額 を 減 額 す る も の と し た

場 合 に あ っ て は 、 そ の 減 額 後 の 被 保 険

者 均 等 割 額 ）に 限 る 。）は 、当 該 被 保 険

者 均 等 割 額 か ら 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区

分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る

額 を 減 額 し て 得 た 額 と す る 。  

 ⑴  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 基

礎 課 税 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額  次 に

掲 げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ

未 就 学 児 １ 人 に つ い て 次 に 定 め る 額  

  ア  前 項 第 １ 号 ア に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  ３ ， ９ ０ ０ 円  

  イ  前 項 第 ２ 号 ア に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  ６ ， ５ ０ ０ 円  

  ウ  前 項 第 ３ 号 ア に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  １ ０ ， ４ ０ ０ 円  

  エ  ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 世 帯 以 外

の 世 帯  １ ３ ， ０ ０ ０ 円  

 ⑵  国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 に 係 る 後

期 高 齢 者 支 援 金 等 課 税 額 の 被 保 険 者

均 等 割 額  次 に 掲 げ る 世 帯 の 区 分 に

応 じ 、 そ れ ぞ れ 未 就 学 児 １ 人 に つ い

て 次 に 定 め る 額  

  ア  前 項 第 １ 号 イ に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  １ ， ８ ０ ０ 円  

  イ  前 項 第 ２ 号 イ に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  ３ ， ０ ０ ０ 円  

  ウ  前 項 第 ３ 号 イ に 掲 げ る 額 を 減 額

し た 世 帯  ４ ， ８ ０ ０ 円  

  エ  ア か ら ウ ま で に 掲 げ る 世 帯 以 外

の 世 帯  ６ ， ０ ０ ０ 円  

（ 特 例 対 象 被 保 険 者 等 に 係 る 国 民 健 康

保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

第 ２ ２ 条 の ２  国 民 健 康 保 険 税 の 納 税 義

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 特 例 対 象 被 保 険 者 等 に 係 る 国 民 健 康

保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

第 ２ ２ 条 の ２  国 民 健 康 保 険 税 の 納 税 義
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  務 者 で あ る 世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す

る 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特

定 同 一 世 帯 所 属 者 が 特 例 対 象 被 保 険 者

等 （ 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ の ２ 第 ２ 項 に 規

定 す る 特 例 対 象 被 保 険 者 等 を い う 。 第

２ ３ 条 の ２ に お い て 同 じ 。）で あ る 場 合

に お け る 第 ３ 条 及 び 前 条 第 １ 項 の 規 定

の 適 用 に つ い て は 、第 ３ 条 第 １ 項 中「 規

定 す る 総 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 規 定

す る 総 所 得 金 額 （ 第 ２ ２ 条 の ２ に 規 定

す る 特 例 対 象 被 保 険 者 等 の 総 所 得 金 額

に 給 与 所 得 が 含 ま れ て い る 場 合 に お い

て は 、 当 該 給 与 所 得 に つ い て は 、 所 得

税 法 第 ２ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ っ て 計

算 し た 金 額 の １ ０ ０ 分 の ３ ０ に 相 当 す

る 金 額 に よ る も の と す る 。 次 項 に お い

て 同 じ 。）」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る の

は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 前

条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 総 所 得 金 額 及 び 」

と あ る の は 「 総 所 得 金 額 （ 次 条 に 規 定

す る 特 例 対 象 被 保 険 者 等 の 総 所 得 金 額

に 給 与 所 得 が 含 ま れ て い る 場 合 に お い

て は 、 当 該 給 与 所 得 に つ い て は 、 所 得

税 法 第 ２ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ っ て 計

算 し た 金 額 の １ ０ ０ 分 の ３ ０ に 相 当 す

る 金 額 に よ る も の と す る 。 次 号 及 び 第

３ 号 に お い て 同 じ 。） 及 び 」 と す る 。  

   附  則  

１ ～ ５  （ 略 ）  

（ 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に 係 る 国 民 健

康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

６  当 分 の 間 、 世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属

す る 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は

特 定 同 一 世 帯 所 属 者 が 、 前 年 中 に 所 得

税 法 第 ３ ５ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 公 的 年

金 等 に 係 る 所 得 に つ い て 同 条 第 ４ 項 に

規 定 す る 公 的 年 金 等 控 除 額 （ 年 齢 ６ ５

歳 以 上 で あ る 者 に 係 る も の に 限 る 。）の

控 除 を 受 け た 場 合 に お け る 第 ２ ２ 条 第

１ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中

「 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定 す る

総 所 得 金 額 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る

務 者 で あ る 世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す

る 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特

定 同 一 世 帯 所 属 者 が 特 例 対 象 被 保 険 者

等 （ 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ の ２ 第 ２ 項 に 規

定 す る 特 例 対 象 被 保 険 者 等 を い う 。 第

２ ３ 条 の ２ に お い て 同 じ 。）で あ る 場 合

に お け る 第 ３ 条 及 び 前 条 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 規 定 す

る 総 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 規 定 す る

総 所 得 金 額 （ 第 ２ ２ 条 の ２ に 規 定 す る

特 例 対 象 被 保 険 者 等 の 総 所 得 金 額 に 給

与 所 得 が 含 ま れ て い る 場 合 に お い て

は 、 当 該 給 与 所 得 に つ い て は 、 所 得 税

法 第 ２ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ っ て 計 算

し た 金 額 の １ ０ ０ 分 の ３ ０ に 相 当 す る

金 額 に よ る も の と す る 。 次 項 に お い て

同 じ 。）」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る の は

「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 前 条

第 １ 号 中「 総 所 得 金 額 」と あ る の は「 総

所 得 金 額 （ 次 条 に 規 定 す る 特 例 対 象 被

保 険 者 等 の 総 所 得 金 額 に 給 与 所 得 が 含

ま れ て い る 場 合 に お い て は 、 当 該 給 与

所 得 に つ い て は 、 所 得 税 法 第 ２ ８ 条 第

２ 項 の 規 定 に よ っ て 計 算 し た 金 額 の

１ ０ ０ 分 の ３ ０ に 相 当 す る 金 額 に よ る

も の と す る 。 次 号 及 び 第 ３ 号 に お い て

同 じ 。）」 と す る 。  

   附  則  

１ ～ ５  （ 略 ）  

（ 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に 係 る 国 民 健

康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

６  当 分 の 間 、 世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属

す る 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は

特 定 同 一 世 帯 所 属 者 が 、 前 年 中 に 所 得

税 法 第 ３ ５ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 公 的 年

金 等 に 係 る 所 得 に つ い て 同 条 第 ４ 項 に

規 定 す る 公 的 年 金 等 控 除 額 （ 年 齢 ６ ５

歳 以 上 で あ る 者 に 係 る も の に 限 る 。）の

控 除 を 受 け た 場 合 に お け る 第 ２ ２ 条 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 法 第

７ ０ ３ 条 の ５ に 規 定 す る 総 所 得 金 額 及

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 法 第
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  の は 「 法 第 ７ ０ ３ 条 の ５ 第 １ 項 に 規 定

す る 総 所 得 金 額 （ 所 得 税 法 第 ３ ５ 条 第

３ 項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得

に つ い て は 、 同 条 第 ２ 項 第 １ 号 の 規 定

に よ っ て 計 算 し た 金 額 か ら １ ５ 万 円 を

控 除 し た 金 額 に よ る も の と す る 。）及 び

山 林 所 得 金 額 」と 、「 １ １ ０ 万 円 」と あ

る の は 「 １ ２ ５ 万 円 」 と す る 。  

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

７  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健

康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項

の 配 当 所 得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第

３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山

林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所

得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５

項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所

得 等 の 金 額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る

の は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、

同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は

法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る

上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 」

と 、 第 ２ ２ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得

金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額

並 び に 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規

定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 の

金 額 」 と す る 。  

（ 長 期 譲 渡 所 得 に 係 る 国 民 健 康 保 険 税

の 課 税 の 特 例 ）  

８  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健

康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ４ 条 第 ４ 項 の 譲

渡 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及

び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得

金 額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ る

の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則

第 ３ ４ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所

得 の 金 額 （ 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 ３ ２

７ ０ ３ 条 の ５ に 規 定 す る 総 所 得 金 額

（ 所 得 税 法 第 ３ ５ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る

公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に つ い て は 、 同

条 第 ２ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ っ て 計 算 し

た 金 額 か ら １ ５ 万 円 を 控 除 し た 金 額 に

よ る も の と す る 。） 及 び 山 林 所 得 金 額 」

と 、「 １ １ ０ 万 円 」と あ る の は「 １ ２ ５

万 円 」 と す る 。  

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

７  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健

康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項

の 配 当 所 得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第

３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得

金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額

並 び に 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規

定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 の

金 額 」と 、「同 条 第 ２ 項 」と あ る の は「 法

第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 同 条 第 ２

項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 法 附 則 第

３ ３ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 上 場 株 式

等 に 係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 」と 、第 ２ ２

条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ３

条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に

係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 」 と す る 。  

 

（ 長 期 譲 渡 所 得 に 係 る 国 民 健 康 保 険 税

の 課 税 の 特 例 ）  

８  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民 健

康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ４ 条 第 ４ 項 の 譲

渡 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及

び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 の

合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」と あ る の は「 及

び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ４ 条

第 ４ 項 に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額

（ 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和 ３ ２ 年 法 律 第
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  年 法 律 第 ２ ６ 号 ） 第 ３ ３ 条 の ４ 第 １ 項

若 し く は 第 ２ 項 、 第 ３ ４ 条 第 １ 項 、 第

３ ４ 条 の ２ 第 １ 項 、 第 ３ ４ 条 の ３ 第 １

項 、 第 ３ ５ 条 第 １ 項 、 第 ３ ５ 条 の ２ 第

１ 項 、 第 ３ ５ 条 の ３ 第 １ 項 又 は 第 ３ ６

条 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 に は 、 こ れ ら

の 規 定 の 適 用 に よ り 同 法 第 ３ １ 条 第 １

項 に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 か ら

控 除 す る 金 額 を 控 除 し た 金 額 。 以 下 こ

の 項 に お い て 「 控 除 後 の 長 期 譲 渡 所 得

の 金 額 」 と い う 。） の 合 計 額 か ら 法 第

３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所

得 金 額 の 合 計 額 （ 」 と あ る の は 「 及 び

山 林 所 得 金 額 並 び に 控 除 後 の 長 期 譲 渡

所 得 の 金 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２

項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 法 附 則 第

３ ４ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所 得

の 金 額 」 と 、 第 ２ ２ 条 第 １ 項 中 「 及 び

山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林

所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ４ 条 第 ４ 項

に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 」 と す

る 。  

９  （ 略 ）  

（ 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ０  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ５

項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所

得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び

第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金

額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並

び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定

す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金

額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る の は「 法

第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 同 条 第 ２

項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 法 附 則 第

３ ５ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 一 般 株 式

等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」と 、第 ２ ２

２ ６ 号 ） 第 ３ ３ 条 の ４ 第 １ 項 若 し く は

第 ２ 項 、 第 ３ ４ 条 第 １ 項 、 第 ３ ４ 条 の

２ 第 １ 項 、第 ３ ４ 条 の ３ 第 １ 項 、第 ３ ５

条 第 １ 項 、第 ３ ５ 条 の ２ 第 １ 項 、第 ３ ５

条 の ３ 第 １ 項 又 は 第 ３ ６ 条 の 規 定 に 該

当 す る 場 合 に は 、 こ れ ら の 規 定 の 適 用

に よ り 同 法 第 ３ １ 条 第 １ 項 に 規 定 す る

長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 か ら 控 除 す る 金 額

を 控 除 し た 金 額 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 控 除 後 の 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 」 と い

う 。）の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第

２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 計 額

（ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並

び に 控 除 後 の 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 の 合

計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林

所 得 金 額 」 と あ る の は 「 若 し く は 山 林

所 得 金 額 又 は 法 附 則 第 ３ ４ 条 第 ４ 項 に

規 定 す る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 」 と 、 第

２ ２ 条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る

の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則

第 ３ ４ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 長 期 譲 渡 所

得 の 金 額 」 と す る 。  

 

９  （ 略 ）  

（ 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ０  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ５

項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所

得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び

第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第

３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法

附 則 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 一

般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」と 、

「 同 条 第 ２ 項 」と あ る の は「 法 第 ３ １ ４

条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 又

は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 若 し く

は 山 林 所 得 金 額 又 は 法 附 則 第 ３ ５ 条 の

２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る

譲 渡 所 得 等 の 金 額 」と 、第 ２ ２ 条 中「 及

ー　15　－



改 正 案 現 行 

  条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附

則 第 ３ ５ 条 の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る 一 般

株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」 と す

る 。  

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ １  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２

第 ５ 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲

渡 所 得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条

及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所

得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金

額 並 び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第 ５

項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所

得 等 の 金 額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る

の は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、

同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は

法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に 規 定

す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金

額 」 と 、 第 ２ ２ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林

所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得

金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第

５ 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡

所 得 等 の 金 額 」 と す る 。  

（ 先 物 取 引 に 係 る 雑 所 得 等 に 係 る 国

民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ２  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４ 第 ４

項 の 事 業 所 得 、 譲 渡 所 得 又 は 雑 所 得 を

有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び 第 ２ ２

条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第

３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法

附 則 第 ３ ５ 条 の ４ 第 ４ 項 に 規 定 す る 先

物 取 引 に 係 る 雑 所 得 等 の 金 額 」と 、「同

条 第 ２ 項 」 と あ る の は 「 法 第 ３ １ ４ 条

の ２ 第 ２ 項 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 又 は

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２

第 ５ 項 に 規 定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲

渡 所 得 等 の 金 額 」 と す る 。  

 

（ 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 に 係 る

国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ １  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２

第 ５ 項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲

渡 所 得 等 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条

及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金

額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並

び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に

規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等

の 金 額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る の は

「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、 同 条

第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る

の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 法 附

則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に 規 定 す る

上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金 額 」

と 、 第 ２ ２ 条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に

法 附 則 第 ３ ５ 条 の ２ の ２ 第 ５ 項 に 規 定

す る 上 場 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等 の 金

額 」 と す る 。  

（ 先 物 取 引 に 係 る 雑 所 得 等 に 係 る 国

民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ２  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４ 第 ４

項 の 事 業 所 得 、 譲 渡 所 得 又 は 雑 所 得 を

有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び 第 ２ ２

条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 ３ 条 第

１ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の

は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第

３ ５ 条 の ４ 第 ４ 項 に 規 定 す る 先 物 取 引

に 係 る 雑 所 得 等 の 金 額 」と 、「同 条 第 ２

項 」 と あ る の は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第

２ 項 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所
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  山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 若 し く は

山 林 所 得 金 額 又 は 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４

第 ４ 項 に 規 定 す る 先 物 取 引 に 係 る 雑 所

得 等 の 金 額 」と 、第 ２ ２ 条 第 １ 項 中「 及

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４

第 ４ 項 に 規 定 す る 先 物 取 引 に 係 る 雑 所

得 等 の 金 額 」 と す る 。  

（ 土 地 の 譲 渡 等 に 係 る 事 業 所 得 等 に 係

る 国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ３  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５

項 の 事 業 所 得 又 は 雑 所 得 を 有 す る 場 合

に お け る 第 ３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項

中「 及 び 山 林 所 得 金 額 」と あ る の は「 及

び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ３ 条

の ３ 第 ５ 項 に 規 定 す る 土 地 等 に 係 る 事

業 所 得 等 の 金 額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と

あ る の は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」

と 、同 条 第 ２ 項 中「 又 は 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又

は 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５ 項 に 規 定 す

る 土 地 等 に 係 る 事 業 所 得 等 の 金 額 」と 、

第 ２ ２ 条 第 １ 項 中「 及 び 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に

法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５ 項 に 規 定 す る

土 地 等 に 係 る 事 業 所 得 等 の 金 額 」 と す

る 。  

（ 特 例 適 用 利 子 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ４  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対

す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税

等に関する法律（昭和３７年法律第１４４

号 ） 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用

利 子 等 、 同 法 第 １ ２ 条 第 ５ 項 に 規 定 す

る 特 例 適 用 利 子 等 又 は 同 法 第 １ ６ 条 第

２ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用 利 子 等 に 係 る

利 子 所 得 、 配 当 所 得 、 譲 渡 所 得 、 一 時

得 金 額 」 と あ る の は 「 若 し く は 山 林 所

得 金 額 又 は 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４ 第 ４ 項

に 規 定 す る 先 物 取 引 に 係 る 雑 所 得 等 の

金 額 」 と 、 第 ２ ２ 条 中 「 及 び 山 林 所 得

金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額

並 び に 法 附 則 第 ３ ５ 条 の ４ 第 ４ 項 に 規

定 す る 先 物 取 引 に 係 る 雑 所 得 等 の 金

額 」 と す る 。  

（ 土 地 の 譲 渡 等 に 係 る 事 業 所 得 等 に 係

る 国 民 健 康 保 険 税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ３  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５

項 の 事 業 所 得 又 は 雑 所 得 を 有 す る 場 合

に お け る 第 ３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３

第 ５ 項 に 規 定 す る 土 地 等 に 係 る 事 業 所

得 等 の 金 額 」と 、「 同 条 第 ２ 項 」と あ る

の は 「 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」 と 、

同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と

あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は

法 附 則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５ 項 に 規 定 す る

土 地 等 に 係 る 事 業 所 得 等 の 金 額 」 と 、

第 ２ ２ 条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 法 附

則 第 ３ ３ 条 の ３ 第 ５ 項 に 規 定 す る 土 地

等 に 係 る 事 業 所 得 等 の 金 額 」 と す る 。  

 

（ 特 例 適 用 利 子 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ４  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対

す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税

等に関する法律（昭和３７年法律第１４４

号 ） 第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用

利 子 等 、 同 法 第 １ ２ 条 第 ５ 項 に 規 定 す

る 特 例 適 用 利 子 等 又 は 同 法 第 １ ６ 条 第

２ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用 利 子 等 に 係 る

利 子 所 得 、 配 当 所 得 、 譲 渡 所 得 、 一 時
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  所 得 及 び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る

第 ３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び

山 林 所 得 金 額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２

項 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並

び に 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対 す る 相 互

主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税 等 に 関 す

る 法 律 （ 昭 和 ３ ７ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ）

第 ８ 条 第 ２ 項 （ 同 法 第 １ ２ 条 第 ５ 項 及

び 第 １ ６ 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。）に 規 定 す る 特 例 適 用 利 子 等

の 額 （ 以 下 こ の 条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項

に お い て 「 特 例 適 用 利 子 等 の 額 」 と い

う 。）の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第

２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 計 額

（ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並

び に 特 例 適 用 利 子 等 の 額 の 合 計 額 （ 」

と 、同 条 第 ２ 項 中「 又 は 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又

は 特 例 適 用 利 子 等 の 額 」 と 、 第 ２ ２ 条

第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る

の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 特 例 適

用 利 子 等 の 額 」 と す る 。  

（ 特 例 適 用 配 当 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ５  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対

す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税

等 に 関 す る 法 律 第 ８ 条 第 ４ 項 に 規 定 す

る 特 例 適 用 配 当 等 、 同 法 第 １ ２ 条 第 ６

項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配 当 等 又 は 同 法

第 １ ６ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配

当 等 に 係 る 利 子 所 得 、 配 当 所 得 及 び 雑

所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び

第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金

額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ る の

は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 外 国 居 住

者 等 の 所 得 に 対 す る 相 互 主 義 に よ る 所

得 税 等 の 非 課 税 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

３ ７ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 ８ 条 第 ４ 項

所 得 及 び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る

第 ３ 条 及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所

得 金 額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 外 国

居 住 者 等 の 所 得 に 対 す る 相 互 主 義 に よ

る 所 得 税 等 の 非 課 税 等 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 ３ ７ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 ８ 条

第 ２ 項（ 同 法 第 １ ２ 条 第 ５ 項 及 び 第 １ ６

条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。） に 規 定 す る 特 例 適 用 利 子 等 の 額

（ 以 下 こ の 条 及 び 第 ２ ２ 条 に お い て

「 特 例 適 用 利 子 等 の 額 」と い う 。）の 合

計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」と 、

「 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 計 額 （ 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 特 例

適 用 利 子 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条

第 ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る

の は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 特 例

適 用 利 子 等 の 額 」 と 、 第 ２ ２ 条 中 「 及

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 特 例 適 用 利 子 等 の

額 」 と す る 。  

（ 特 例 適 用 配 当 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ５  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対

す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税

等 に 関 す る 法 律 第 ８ 条 第 ４ 項 に 規 定 す

る 特 例 適 用 配 当 等 、 同 法 第 １ ２ 条 第 ６

項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配 当 等 又 は 同 法

第 １ ６ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配

当 等 に 係 る 利 子 所 得 、 配 当 所 得 及 び 雑

所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条 及 び

第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 第

３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 の 合

計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ る の は 「 及

び 山 林 所 得 金 額 並 び に 外 国 居 住 者 等 の

所 得 に 対 す る 相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等

の 非 課 税 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ３ ７ 年

法 律 第 １ ４ ４ 号 ） 第 ８ 条 第 ４ 項 （ 同 法
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  （ 同 法 第 １ ２ 条 第 ６ 項 及 び 第 １ ６ 条 第

３ 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）に

規 定 す る 特 例 適 用 配 当 等 の 額 （ 以 下 こ

の 条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 に お い て 「 特

例 適 用 配 当 等 の 額 」と い う 。）の 合 計 額

か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ２ 項 」と 、「及

び 山 林 所 得 金 額 の 合 計 額 （ 」 と あ る の

は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 特 例 適 用

配 当 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２

項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 特 例 適 用

配 当 等 の 額 」と 、第 ２ ２ 条 第 １ 項 中「 及

び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は 「 及 び 山

林 所 得 金 額 並 び に 特 例 適 用 配 当 等 の

額 」 と す る 。  

（ 条 約 適 用 利 子 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ６  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 租 税 条 約 等 の 実 施 に 伴 う

所 得 税 法 、 法 人 税 法 及 び 地 方 税 法 の 特

例 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ４ ４ 年 法 律 第

４ ６ 号 。以 下「 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 」

と い う 。）第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規

定 す る 条 約 適 用 利 子 等 に 係 る 利 子 所

得 、 配 当 所 得 、 譲 渡 所 得 、 一 時 所 得 及

び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条

及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ

い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所

得 金 額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租 税

条 約 等 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、 法 人 税

法 及 び 地 方 税 法 の 特 例 等 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 ４ ４ 年 法 律 第 ４ ６ 号 。 以 下 「 租

税 条 約 等 実 施 特 例 法 」と い う 。）第 ３ 条

の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用

利 子 等 の 額 の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条

の ２ 第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の

合 計 額 （ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得

金 額 並 び に 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３

条 の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規 定 す る 条 約 適

用 利 子 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第

第 １ ２ 条 第 ６ 項 及 び 第 １ ６ 条 第 ３ 項 に

お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）に 規 定 す

る 特 例 適 用 配 当 等 の 額 （ 以 下 こ の 条 及

び 第 ２ ２ 条 に お い て 「 特 例 適 用 配 当 等

の 額 」と い う 。）の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４

条 の ２ 第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額

の 合 計 額 （ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所

得 金 額 並 び に 特 例 適 用 配 当 等 の 額 の 合

計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２ 項 中 「 又 は 山 林

所 得 金 額 」 と あ る の は 「 若 し く は 山 林

所 得 金 額 又 は 特 例 適 用 配 当 等 の 額 」と 、

第 ２ ２ 条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ

る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 特 例

適 用 配 当 等 の 額 」 と す る 。  

 

（ 条 約 適 用 利 子 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ６  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 租 税 条 約 等 の 実 施 に 伴 う

所 得 税 法 、 法 人 税 法 及 び 地 方 税 法 の 特

例 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ４ ４ 年 法 律 第

４ ６ 号 。以 下「 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 」

と い う 。）第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規

定 す る 条 約 適 用 利 子 等 に 係 る 利 子 所

得 、 配 当 所 得 、 譲 渡 所 得 、 一 時 所 得 及

び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３ 条

及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金

額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ る の

は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租 税 条 約

等 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、 法 人 税 法 及

び 地 方 税 法 の 特 例 等 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 ４ ４ 年 法 律 第 ４ ６ 号 。 以 下 「 租 税 条

約 等 実 施 特 例 法 」と い う 。）第 ３ 条 の ２

の ２ 第 １ ０ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利 子

等 の 額 の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２

第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 計

額 （ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額

並 び に 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の

２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利

子 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２ 項
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  ２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の

は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 租 税 条

約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ０

項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の 額 」と 、

第 ２ ２ 条 第 １ 項 中「 及 び 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に

租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２

第 １ ０ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の

額 」 と す る 。  

（ 条 約 適 用 配 当 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ７  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第

３ 条 の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約

適 用 配 当 等 に 係 る 利 子 所 得 、 配 当 所 得

及 び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３

条 及 び 第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に

つ い て は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林

所 得 金 額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と

あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租

税 条 約 等 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、 法 人

税 法 及 び 地 方 税 法 の 特 例 等 に 関 す る 法

律（ 昭 和 ４ ４ 年 法 律 第 ４ ６ 号 。以 下「 租

税 条 約 等 実 施 特 例 法 」と い う 。）第 ３ 条

の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用

配 当 等 の 額 の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条

の ２ 第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の

合 計 額 （ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得

金 額 並 び に 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３

条 の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約 適

用 配 当 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第

２ 項 中 「 又 は 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の

は 「 若 し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 租 税 条

約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ２

項 に 規 定 す る 条 約 適 用 配 当 等 の 額 」と 、

第 ２ ２ 条 第 １ 項 中「 及 び 山 林 所 得 金 額 」

と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に

租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２

第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 配 当 等 の

額 」 と す る 。  

（ 東 日 本 大 震 災 に 係 る 被 災 居 住 用 財 産

中「 又 は 山 林 所 得 金 額 」と あ る の は「 若

し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 租 税 条 約 等 実

施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に 規

定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の 額 」と 、第 ２ ２

条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租 税 条 約 等

実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ０ 項 に

規 定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の 額 」と す る 。 

 

（ 条 約 適 用 配 当 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険

税 の 課 税 の 特 例 ）  

１ ７  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第

３ 条 の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約

適 用 配 当 等 に 係 る 利 子 所 得 、 配 当 所 得

及 び 雑 所 得 を 有 す る 場 合 に お け る 第 ３

条 及 び 第 ２ ２ 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 第 ３ 条 第 １ 項 中 「 及 び 山 林 所 得 金

額 の 合 計 額 か ら 同 条 第 ２ 項 」 と あ る の

は 「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租 税 条 約

等 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、 法 人 税 法 及

び 地 方 税 法 の 特 例 等 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 ４ ４ 年 法 律 第 ４ ６ 号 。 以 下 「 租 税 条

約 等 実 施 特 例 法 」と い う 。）第 ３ 条 の ２

の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 配 当

等 の 額 の 合 計 額 か ら 法 第 ３ １ ４ 条 の ２

第 ２ 項 」と 、「及 び 山 林 所 得 金 額 の 合 計

額 （ 」 と あ る の は 「 及 び 山 林 所 得 金 額

並 び に 租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 ３ 条 の

２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規 定 す る 条 約 適 用 配

当 等 の 額 の 合 計 額 （ 」 と 、 同 条 第 ２ 項

中「 又 は 山 林 所 得 金 額 」と あ る の は「 若

し く は 山 林 所 得 金 額 又 は 租 税 条 約 等 実

施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に 規

定 す る 条 約 適 用 配 当 等 の 額 」と 、第 ２ ２

条 中 「 及 び 山 林 所 得 金 額 」 と あ る の は

「 及 び 山 林 所 得 金 額 並 び に 租 税 条 約 等

実 施 特 例 法 第 ３ 条 の ２ の ２ 第 １ ２ 項 に

規 定 す る 条 約 適 用 配 当 等 の 額 」と す る 。 

 

（ 東 日 本 大 震 災 に 係 る 被 災 居 住 用 財 産
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の 敷 地 に 係 る 譲 渡 期 限 の 延 長 等 の 特

例 ）  

１ ８  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ４ ４ 条 の ２ 第 ８

項 及 び 第 ９ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場

合 に お け る 附 則 第 ８ 項 （ 附 則 第 ９ 項 に

お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、附 則 第 ８ 項 中「 第 ３ ５

条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 ３ ５ 条 第 １

項 （ 東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国

税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律

（ 平 成 ２ ３ 年 法 律 第 ２ ９ 号 ） 第 １ １ 条

の ６ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 適 用 さ れ る 場

合 を 含 む 。）」と 、「同 法 」と あ る の は「 租

税 特 別 措 置 法 」 と す る 。  

１ ９  （ 略 ）  

 

の 敷 地 に 係 る 譲 渡 期 限 の 延 長 等 の 特

例 ）  

１ ８  世 帯 主 又 は そ の 世 帯 に 属 す る 国 民

健 康 保 険 の 被 保 険 者 若 し く は 特 定 同 一

世 帯 所 属 者 が 法 附 則 第 ４ ４ 条 の ２ 第 ４

項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場

合 に お け る 附 則 第 ８ 項 （ 附 則 第 ９ 項 に

お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、附 則 第 ８ 項 中「 第 ３ ５

条 第 １ 項 」 と あ る の は 「 第 ３ ５ 条 第 １

項 （ 東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国

税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律

（ 平 成 ２ ３ 年 法 律 第 ２ ９ 号 ） 第 １ １ 条

の ６ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 適 用 さ れ る 場

合 を 含 む 。）」と 、「同 法 」と あ る の は「 租

税 特 別 措 置 法 」 と す る 。  

１ ９  （ 略 ）  
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議案 第 ２ ４号 の 参 考資 料  
埼 玉県 市 町 村総 合 事 務 組 合 規 約の 一 部 を変 更 す る規 約 案 新旧 対

照表  
埼玉 県 市 町村 総 合 事 務 組 合 規約（ 平 成１ ８ 年 指令 市 第 ７４ ５ 号 ） 

（下 線 部 分は 改 正 部分 ）  

改 正 案  現 行 

  

 

別 表 第 １ （ 第 ３ 条 関 係 ）  

組 合 市 町 村  

（ 略 ） 埼 玉 県 都 市 ボ ー ト レ ー ス 企 業

団  （ 略 ）  

別 表 第 ２ （ 第 ４ 条 関 係 ）  

共 同 処 理 す る

事 務  
組 合 市 町 村  

第 ４ 条 第 １ 号

に 掲 げ る 事 務  

（ 略 ） 埼 玉 県 都 市 ボ

ー ト レ ー ス 企 業 団  

（ 略 ）  

  

  

 

別 表 第 １ （ 第 ３ 条 関 係 ）  

組 合 市 町 村  

（ 略 ）  埼 玉 県 都 市 競 艇 組 合  （ 略 ） 

 

別 表 第 ２ （ 第 ４ 条 関 係 ）  

共 同 処 理 す る

事 務  
組 合 市 町 村  

第 ４ 条 第 １ 号

に 掲 げ る 事 務  

（ 略 ） 埼 玉 県 都 市 競

艇 組 合  （ 略 ）  
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号の参考資料議案第 ２５

認定路線調書・位置図

整理

番号
路　　線　　名 認 定 理 由

１ 市道 号線

２ 市道

80569

号線

未認定の道路を市道として管理したいため

３ 市道

江南7378

号線

開発行為に伴い本市に帰属された道路を市道として管理したいため

江南7379 開発行為に伴い本市に帰属された道路を市道として管理したいため
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1

久下第３公園

凡　例

起点

縮尺 １：５，０００ 終点

起  点  久下字内荊原１００番１地先

終  点  久下字内荊原１０１番１０地先

整理

番号 路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

1 市道 ８０５６９ 号線 4.0 108.3

N
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江南行政センター

大沼公園

3

2

凡　例

起点

終点

整理

番号
路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

２ 市道 江南７３７８ 号線 6.0 123.5

起  点  押切字鍋山２６５２番１地先

終  点  押切字鍋山２６５２番１６地先
整理

番号
路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

３ 市道 江南７３７９ 号線 6.0 32.2

起  点  押切字鍋山２６５２番１地先

終  点  押切字鍋山２６５２番１２地先

縮尺 １：２，５００

NNNN
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号の参考資料議案第 ２６

廃止路線調書・位置図

整理

番号
路　　線　　名 廃　　　　止　　　　理　　　　由

１ 市道 10293 号線
当該路線の道路用地を売り払うことで、申請者との協議が調ったた
め

２ 市道 妻沼2058 号線
当該路線の道路用地を売り払うことで、申請者との協議が調ったた
め
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1

熊谷市建設部
維持課分室

凡　例

起点

縮尺 １：２，５００ 終点

起  点  代字本代１１２４番１地先

終  点  代字本代１１３３番地先

整理

番号
路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

1 市道 １０２９３ 号線 2.3～10.2 127.0

N

ー　27　－



2

市立妻沼西中学校
凡　例

起点

縮尺 １：５，０００ 終点

起  点  妻沼台字城ノ内１８６番地先

終  点  妻沼台字城ノ内１８７番１地先

整理

番号 路 線 名 幅  員 (m) 延  長 (m)

2 市道 妻沼２０５８ 号線 2.9 13.6

N
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